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Ⅰ 調査の概要 
 

１．調査の目的 
 

この調査は、令和３年度からの新たなまちづくりの指針となる「第５次播磨町総合計画」の各

まちづくり分野に対する満足度や重要度などについて、住民のみなさまのお考えをお聞きし、現

在の進捗状況を把握するとともに、今後のまちづくりに反映していくことを目的に実施しました。 

 

 

２．調査の種類と実施方法 
 

本調査の種類と実施方法は次のとおりです。 

 

調査の種類 
調査の対象 

（抽出方法） 
調査期間 実施方法 

住民満足度調査 
18 歳以上の住民 

（無作為抽出） 

令和４年 

５月２日～５月 31 日 

郵送による 

配布・回収 

 

 

３．配布と回収状況 
 

調査票の配布と回収の状況は次のとおりです。 

 

 配布数 回収数 回収率 

住民満足度調査 
今回 １,000 票 478 票 47.8％ 

【参考】令和３年度 1,000 票 462 票 46.2％ 
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４．調査結果の見方 
 

◇ 設問ごとにその設問内容を示すタイトルを付けています。 

◇ タイトルの横には、質問形態を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

◇ 各グラフの“ｎ”は、当該設問に回答すべき方（回答対象者）の人数を示しています。 

◇ 集計結果のグラフ・表における“無回答”は、当該設問への無回答の他、回答規則違反

（例えば、単数回答の設問における複数回答など）の件数（票数）を示しています。 

◇ グラフ・表には、原則として各集計数の総回答対象者数に対する比率を表示しています。 

◇ 各比率は、小数点第 1 位以下を四捨五入して算出しているため、合計が 100％になら

ない場合があります。 

◇ 各設問の選択肢等について、その意味を損なわない程度に表現を簡略化している場合が

あります。 

◇ 前回調査は、令和３年（2021 年）におこなったもので、今回調査と比較する際に使用

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡ＝単数回答：「１つに○」など選択肢を１つ選ぶ質問形態 

ＭＡ＝複数回答：「あてはまるものすべてに○」など２つ以上の選択を選ぶ質問形態 

ＦＡ＝文字記述回答 

ＮＡ＝数量回答：日数や時間、回数などの数値・数量を記入してもらう質問形態 
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Ⅱ 住民満足度調査結果 

１．回答者自身のことについて 
 

問１ 性別（ＳＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢（ＳＡ） 
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問３ 住んでいる地域（ＳＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 居住年数（ＳＡ） 
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問５ 転入してきたかどうかと転入のきっかけ（ＳＡ） 

・「住宅の都合」が 30.8％で最も割合が高く、次いで「結婚」が 21.3％、「仕事上の都合」が

15.1％となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代」は「転入していない」の割合が最も高く、「30 歳代～40 歳代」

は「結婚」の割合が最も高く、「10 歳代」「50 歳代～70 歳代」は「住宅の都合」が、「80 歳

以上」は「仕事上の都合」が最も高くなっています。 

・地域別でみると、「野添」「上野添」「北野添」「西野添」「東野添」「野添城」「南野添」「北本荘」

「東本荘」「古田」「宮北」では「住宅の都合」の割合が最も高く、「大中」「南大中」「古宮」「北

古田」では「結婚」が、「本荘」「二子」では「転入していない」が最も高くなっています。 

 「宮西」では「住宅の都合」と「親や子との同居、または近くに住む必要があった」が同率で

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 6- 

問６ 家族構成（ＳＡ） 

・「２世代世帯」が 52.7％で最も割合が高く、次いで「夫婦のみ」が 29.3％、「ひとり暮らし」

が 9.6％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「２世代世帯」と「３世代世帯」が同率で最も高く、「20 歳代

～60 歳代」は「２世代世帯」の割合が最も高く、「70 歳代～80 歳以上」は「夫婦のみ」が

最も高くなっています。 

・地域別でみると、「野添」と「東本荘」で「夫婦のみ」と「２世代世帯」の割合が同率で最も高

く、それ以外の地域では「２世代世帯」の割合が最も高くなっています。 
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問７ 主な職業（ＳＡ） 

・「会社員・公務員・団体職員」が 33.9％で最も割合が高く、次いで「無職」が 27.4％、「家事

専業」が 16.5％となっています。 

・地域別でみると、「大中」「南大中」「上野添」「北野添」「東野添」「野添城」「東本荘」「古宮」

「二子」「古田」では「会社員・公務員・団体職員」の割合が最も高く、「野添」「本荘」「北本

荘」では、「無職」の割合が最も高く、「南野添」「宮北」「宮西」では「家事専業」が最も高く

なっています。「西野添」では、「会社員・公務員・団体職員」と「無職」が同率で最も高く、 

「北古田」では「家事専業」と「無職」が同率で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－１ 通勤（通学）場所（ＳＡ） 

【問７で「1．自営業」「2．会社員・公務員・団体職員」「3．パート・アルバイト」 

「4．派遣・契約社員」「5．学生」を選択した方限定】 

 

・「80 歳以上」は「播磨町内」と「播磨町外」が同率となっています。その他の世代では、「播

磨町外」へ通勤(通学)する人の割合が高くなっています。 

・「播磨町外」へ通勤(通学)する人について地域別でみると、「野添」が 100.0％で最も割合が高

く、次いで「北野添」が 94.7％、「野添城」が 88.9％となっています。 
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２．今後の定住意向について 
 

問８ 播磨町は暮らしやすいまちだと思うか（ＳＡ） 

・「暮らしやすい」が 46.4％で最も割合が高く、次いで「どちらかといえば暮らしやすい」が

41.2％、「どちらともいえない」が 6.9％となっています。 

・年齢別でみると、「50 歳代～60 歳代」は「どちらかといえば暮らしやすい」の割合が最も高

く、それ以外では「暮らしやすい」が最も高くなっています。 

・地域別でみると「大中」「南大中」「上野添」「北野添」「西野添」「野添城」「本荘」「古宮」「二

子」「宮北」は「暮らしやすい」の割合が最も高く、「野添」「南野添」「北本荘」「東本荘」「古

田」「北古田」は「どちらかといえば暮らしやすい」が最も高くなっています。「東野添」「宮西」

は「暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」の割合が同率で最も割合が高くなっ

ています。 

・「暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」を合わせた『暮らしやすい』は 87.6％

で、前回調査の 82.5％と比べ、『暮らしやすい』の割合が高くなっています。 
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問９ 今後も現在の場所に住み続けたいか（ＳＡ） 

・「現在のところにずっと住み続けたい」が 57.9％で最も割合が高く、次いで「現在のところに

当面は住み続けたい」が 27.2％、「わからない」が 7.5％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「現在のところにずっと住み続けたい」「現在のところに当面

は住み続けたい」「播磨町外のどこかに移りたい」「わからない」の割合が同率で、「20 歳代」

「40 歳代～80 歳以上」は「現在のところにずっと住み続けたい」の割合が最も高く、「30

歳代」は「現在のところにずっと住み続けたい」と「現在のところに当面は住み続けたい」が

同率で最も高くなっています。 

・地域別でみると、「古田」「宮西」で「現在のところに当面は住み続けたい」の割合が最も高く、

それ以外の地域では「現在のところにずっと住み続けたい」の割合が最も高くなっています。 

・「現在のところにずっと住み続けたい」「現在のところに当面は住み続けたい」「播磨町内のど

こかに移りたい」を合わせた『住み続けたい』は 86.8％で、前回調査の 86.4％と比べ、『住

み続けたい』の割合が微増しています。 
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問９－１ 引っ越したい理由（ＭＡ） 

 【問９で「4．播磨町外のどこかに移りたい」を選択した方限定】 

・「生活をするのに不便（買物・交通等）だから」と「まちに活気がないから」が 20.8％で最も

割合が高く、次いで「子どもの保育・教育環境が良くないから」「働く場所がないから」が 16.7％

となっています。（その他を除く） 

・「生活をするのに不便（買物・交通等）だから」については、「60 歳代～70 歳代」で回答した

人の割合が高く、「まちに活気がないから」と回答した人については、「20 歳代」と「70 歳

代」で回答した人の割合が高くなっています。 
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問１０ 住み続けていくためにあったらよいもの（ＭＡ） 

・「医療機関や福祉施設が整っていること」が 48.7％で最も割合が高く、次いで「治安が良いこ

と」が 39.1％、「交通の利便性が良いこと」が 36.0％となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代～40 歳代」は「治安が良いこと」の割合が最も高く、「10 歳代」

と「50 歳代～80 歳以上」は「医療機関や福祉施設が整っていること」の割合が高くなってい

ます。 
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３．町の主な施策の満足度・重要度について 
 

問１１ 満足度 

「上・下水道の整備」「公園緑地と水辺環境の保全」「ごみの減量・リサイクル活動の推進」「子育

て支援の充実」「歴史・文化遺産の保存と活用」が高くなっています。一方で、「公共交通の維

持・確保」「商工業の振興」「交通安全対策の充実」「消費者安全の推進」については、満足度が

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「満足」を５点、「やや満足」を４点、「普通」を３点、「やや不満」を２点、「不満」を１点とする。 
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問１１ 重要度 

「高齢者福祉の充実」「子どもたちの学びの充実」「上・下水道の整備」「子育て支援の充実」「防

犯対策の充実」が高くなっています。一方で、「多文化共生・人権教育の推進」「地域活動の活性

化と住民協働の推進」「歴史・文化遺産の保存と活用」「商工業の振興」については、重要度が低

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「重要」を５点、「やや重要」を４点、「普通」を３点、「あまり重要ではない」を２点、「重要ではない」

を１点とする。  
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４．投票の利便性について 
 

問１２ 令和３年１０月衆議院議員総選挙で投票したか（ＳＡ） 

・「選挙当日に投票した」が 44.6％で最も割合が高く、次いで「投票しなかった」が 25.9％、「期

日前投票所で投票した」が 25.1％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代～20 歳代」は「投票しなかった」で最も割合が高く、その他の年齢

では「選挙当日に投票した」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－１ ルール変更後、投票しやすくなったか（ＳＡ） 

【問 12 で「1．選挙当日に投票した」「2．期日前投票所で投票した」を選択した方限定】 

 

・「投票しやすくなった」が 52.3％で最も割合が高く、次いで「どちらともいえない」が 36.6％、

「投票しにくくなった」が 9.9％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代～20 歳代」は「どちらともいえない」の割合が最も高く、その他の

年齢では「投票しやすくなった」が最も高くなっています。 
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前回と同じ条件だから １３人 

 

播磨町で初めて投票したから ６人 

問１２－２ そう感じた理由（自由記述） 

【問 12 で「1．選挙当日に投票した」「2．期日前投票所で投票した」を選択した方限定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どの投票所でも投票できるようになったから ３０人 

 

きっずなホールで投票できるようになったから ２４人 

 

投票所が近くなったから １６人 

投票しやすくなった ７０人 

どちらともいえない １９人 

投票所が遠くなったから ２０人 

 

会場や駐車場が不便になったから ５人 

 

アクセスが悪いから ３人 

投票しにくくなった ２８人 
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問１２－３ 投票所までの交通手段（ＳＡ） 

【問 12 で「1．選挙当日に投票した」「2．期日前投票所で投票した」を選択した方限定】 

 

・「徒歩・自転車」が 57.4％で最も割合が高く、次いで「自家用車・バイク」が 37.2％、「家族や

知人などに連れて行ってもらった」が 4.5％となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代」「50 歳代」は「自家用車・バイク」の割合が最も高く、その他の年

齢では「徒歩・自転車」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－４ 投票所の混雑情報は活用したか（ＳＡ） 

【問 12 で「1．選挙当日に投票した」「2．期日前投票所で投票した」を選択した方限定】 

 

・「混雑情報が提供されていることを知らなかった」が 58.3％で最も割合が高く、次いで「混雑情

報が提供されていることを知っていたが、確認しなかった」が 20.4％となっています。 

・年齢別でみると、すべての年代で「混雑情報が提供されていることを知らなかった」の割合が最

も高くなっています。 
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問１３ 投票しなかった理由（ＭＡ） 

【問 12 で「４．投票しなかった」を選択した方限定】 

 

・「投票したいと思う候補者も政党もなかったから」が 27.4％で最も割合が高く、次いで「どの候

補者・どの政党に投票すればよいか、よくわからなかったから」「この選挙では政治は変わらないと

思ったから」「仕事があったから」が 16.1％、「体調がすぐれなかったから」が 15.3％となってい

ます。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「投票したいと思う候補者も政党もなかったから」「この選挙で

は政治は変わらないと思ったから」「用事（仕事以外）や急用ができたから」が同率で最も高く、

「20 歳代」は「選挙に関心がなかったから」の割合が最も高く、「30 歳代」と「50 歳代」では

「仕事があったから」の割合が最も高く、「40 歳代」は「投票したいと思う候補者も政党もなかっ

たから」と「投票所に行くのが面倒だったから」が同率で最も高く、「60 歳代」は「この選挙では

政治は変わらないと思ったから」の割合が最も高く、「70 歳代」では「投票したいと思う候補者も

政党もなかったから」の割合が最も高く、「80 歳以上」では「体調がすぐれなかったから」が最も

高くなっています。 
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問１４ より投票しやすい環境づくりの方向性（ＳＡ） 

・「期日前投票の利便性を高める方向性」が 32.4％で最も割合が高く、次いで「改善は特に必要な

い」が 30.1％、「選挙当日の利便性を高める方向性」が 15.1％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」「40 歳代～60 歳代」「80 歳以上」で「期日前投票の利便性を高め

る方向性」の割合が最も高く、「20 歳代～30 歳代」では「改善は特に必要ない」が最も高く、「70

歳代」では「期日前投票の利便性を高める方向性」と「改善は特に必要ない」が同率で最も高くな

っています。 
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・「播磨町のまちづくりについて、ご自由にお書きください」という問いに対し、118 人からまち

のご意見、ご要望などが挙げられました。おもな項目としては、次のとおりです。 

 

【播磨町のまちづくりに関するご意見、ご要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号機を設置する ４人 

 

公園の整備をする ５人 

 

適切な道路整備を行う 1７人 

行政改革の推進 17 人 

 

効果的な情報発信 3 人 

 

魅力的なまちづくりをする 13 人 

 

行政事務の改善 11 人 

 

公共施設の運営を適切に行う 7 人 

 

住民の意見を反映させる 2 人 

安全に暮らせるようにする ９人 

 

防犯を徹底する ５人 

交通マナーを良くする ３人 

 

公共交通を充実させる ２１人 

都市基盤 2６人 

行財政運営 53 人 

安心・安全 １４人 

交通・公共交通 24 人 



- 20- 

高齢者・障がい者福祉を充実させる ８人 

 

医療を充実させる ４人 

子育て支援を行う 10 人 

 

子どもの保育環境を整える ４人 

コミュニティを活性化させる ４人 

 

適切な自治会運営を行う ４人 

 

商工業を発展させる １１人 

イベントづくりを行う 

 

空き家問題の解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ回収・リサイクルを向上する １０人 

 

自然環境の改善 ５人 

 

生活に関するマナーを改善させる ４人 

福祉 12 人 

子育て １４人 

その他 1０人 

生活環境 1９人 

地域活性 1９人 
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Ⅲ アンケート調査票 
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